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論文内容要旨 
 
Eating quickly is associated with a low aspartate aminotransferase to alanine 
aminotransferase ratio in middle-aged adults: a large-scale cross-sectional survey in 
Japan 
（食べる速さと ALT高値および AST/ALT比低値との関連：日本における大規模横断研究） 
 






特徴として alanine aminotransferase(ALT)高値や aspartate aminotransferase(AST)/ALT 比
低値が報告されている。先行研究では、食べる速さと ALT 値との関連が示されているが、食べ
る速さと ALT 高値や AST/ALT 比低値との関連を示した大規模疫学研究はいまだ存在しない。本
研究では、日本における中年男女の食べる速さと ALT 高値および AST/ALT 比低値との関連につ
いて検討した。 
 
一般財団法人全日本労働福祉協会が 2013 年度に実施した健康診断を受診した 40〜64 歳の男女
を対象とした。健康診断では、身長・体重測定、血液検査が行われた。問診票により、「食べ
る速さ」について、「速い」・「ふつう」・「遅い」の 3 項目から回答を得た。先行研究に基
づき、ALT>40U/L を ALT 高値、AST/ALT 比<1 を AST/ALT 比低値と定義した。ロジスティック回
帰分析を用いて、AST/ALT 比低値および ALT 高値に対するオッズ比(OR)・95%信頼区間(95%CI)
を算出した。 
 
解析データに欠損があるものを除外した 283,073 人（男性：185,524人、 女性：97,549 人）を
解析対象とした。食べる速さが「速くない（「ふつう」または「遅い」）」に比べて、食べる
速さが「速い」の AST/ALT 比低値に対する OR は男性で 1.53(95%CI：1.50-1.56)、女性で
1.36(95%CI：1.31-1.41)であり、ALT 高値に対する ORは男性で 1.45(95%CI：1.41-1.49)、女性
で 1.34(95%CI：1.25-1.43)だった。年齢、γ-GTP、喫煙、飲酒、運動を調整後も結果は同様だ
った。これらの因子に BMI の調整を加えると、関連は弱まった。ALT≦40U/L に限定した解析に
おいても、食べる速さが「速い」の AST/ALT 比低値に対する ORは男女ともに統計学的に有意な
上昇が認められた（男性：1.11、女性：1.06）。 
 
日本の中年男女において、食べる速さが「速い」ことは、ALT 高値および AST/ALT 比低値と有
意に関連することが示された。さらに、ALT が基準値内でも、食べる速さが「速い」ことは
AST/ALT 比低値と有意な関連が認められた。本研究は横断研究のため、食べる速さが肝酵素へ
影響する機序の解明には、さらなる研究が必要である。 
